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第1章 鴫査の概要

1-1 調査の目的

旧称;スンコシ分水総合開発計画は､r19&3年6月-85年3月のJ ICAコシ河流域水

資源開発基本計画調査(通称;マスタープラン調査)において,トッププライオリティ

ープロジェクトとして位置づけられた大規模な農業開発計画である｡

ネパール政府は上記マスタープラン調査銘了後の1985年8月日本政府に対し,本開発

計画のフィージビリティー調査の実施につき要請を行っている｡その後も日本政府に対

する技術協力要請の中で最有力プロジェクトとして位置づけ､要請を繰り返している｡

これに対し､日本政府としては,開発規模が非常に大きいことと共に､開発に伴う多

くの懸念材料があることから､現在までのその要請の採択は見送られてきた｡

今回の調査は､上記の背景のもとに,下記の事項を目的として実施されたo

(1) ネパールにおける各種農業開発計画の中における本開発計画の位置づけの確認

(2) 開発計画及び開発方法(段階開発)の見直し

(3) 下記懸念事項に係る調査

一実施機関

一関発賓金の調達

一下涜インドとの国際問題

一関発の必要性と緊急度

一関発規模の適正度

1,-2 調査E3]の編成

団 長 佐 山 薫

団 員 小 南 勇

団 員 岩 田 圏 樹

水資源開発計画担当

土木設計担当

盛叔排水計画担当



1-3 禍査日程

平成元年12月5日-12月21日(17日間)

月日 曜日 行程 調査内容

12月5日 火 成田一バンコク ･移動(JAL717)､バンコク(泊)

6日 水 バンコクーーカトマンズ
･移動(TG311)､スケジュール表作成

7日

%日

9日

10日

11日

12日

木

金

土

日

月

火

カトマンズ

カトマンズ

カトマンズ-･マルシャン

･JICA-日本大使鈷表敬

･かんがい局
調査スケジュール打合せ,資料収集依頼

･電力庁表敬-調査内容鋭明

･かんがい局打合せ

･日本大使飽調査内容説明

･マルシャンジグム現場視察
ジ-･チタワン

･タールイl)ゲーション項場視察

チタワンーバグマテイ

バクマティーーカマラ

カマラージャナカブ-ル

･チタワンIrrigatioDOffice(I/0)
･移動-バグマティl/O

･移動-カマラi/0スケジュール打合せ

･ジャナカブール農業開発センター訪問l

･カマラ1/0打合せ-頭首エ,ダムサイト踏査

13日

14E3

衣

木

ジャナカブールーシムラ

-lカトマンズ

カトマンズ

･移動-ナラヤニⅠ/0訪問-移動

･かんがい局調査結果報告､スケジュール打合せ

15日

16日

金

土

カトマンズー現場

カトマンズ

･へT)コブタ一による調査(4地点)
･農業省訪問

･調査レポート作成

17日

18日

19日

20日

日'

月

火

水

カトマンズ

カトマンズ

カトマンズ

カトマンズーバンコク

･水菜源省表敬(次官)

･かんがい局打合せ

･農業省調査内容説明

･JICA報告･電力庁打合せ

･国家開発計画書議会表敬､調査結果報告

･大蔵省表敬､謝査籍果報告

･日本大使蝕報告
･かんがい局最賂打合せ

･移動(TG312)､バンコタ(泊)

21日 木 J<ンコクー成田 ･移動(TG640)
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第2章 開発計画の概要

2-1 ネパール農業と開発計画

2-1-1 人口増と食社需給

1985年12月16日の憲政言己念日(Constitution day)においてビレンドラ現国王は西

暦2000年までに達成すべきネパール国民の食･衣･住･保健･教育･安全の6項目の

供給目標を一丁be Basic needs Progra=e-( BNP)として発表した｡この中で,負

糧供給は最も重要な項目として取り上げられ,国民1日当りの最低摂取量として下記

の目標を掲Iヂている｡

山 岳 部 平 均 2,340 カロT)-/人/日

テライ平野平均 2,140 〝

全 国 平 均 2.250
〝

この目標達成のため､ Rice､ Wheat
､ Nillet､ Barley､ Pulses､ Potatoの6品目の

食糧増産の下記目標を掲げている｡

Target(rawgrain) 1984-88年平均生産量

A/B

(百万ト3,) (百万トン)
A B

Paddy 5.09 2.72 1.87

Maize 1.75 o.‾87 2.01

Wheat 1.62 0.64 2.53

Milet 0.1 0.14 l.07

Barley 0.04 0.02 2.00

Pulses 0.25 0.14 1.79

以上敷物計 8.90 4.53 1.96

Potato 0.87 0.43 2.02

上記は現人口1.800万人(1988年)の食精白姶率が85-90%であり､かつ､年率2.7



%の人口増加により西暦2000年には約 2,500万人の人口となることを前提としている｡

上言己目標達成の手皮として､下記の政策を推進することとしている｡

(1)金種増産を強力に推進する｡特に食糧不足地域にカを入れる｡

(2)農要開発計画を生産性を高めるため､農家がInput-intensive爪ethods (集中

生産方式)を採用するようエ失する｡

(3)遵泡施設を天水依存農地の生産性向上のため､先例のない高率(unprecedented

rates)で強力に実施する｡達観施設の不足が農業生産向上の最大のネックと吃

っているからである｡

(4) BNPの政策遂行において農業部門を最慶先謙遜としてー予算配分を行うo

2-1-2 農地の現況(1988年)

テライ平野 丘陵敢 山岳部 合計

(Terai) (Rill) (MouTltain)

耕地面積(ha) 1,359.000 1,055,000 227.000 2,641,000

遵漉面積(ha) 721,000 188,000 34,000 943,000

発達漉面積(ha) 638,000 867,000 193,000 1,698,008

ネパール政府は1960年代の中頃から､政府自身による盛観施設の整備を進める一方､

農家による施設整備への補助を行ってきている｡政帝の実施稜関は水資源省濯親局

(DO I)であり,上表の雇艇面積の実施機関別内訳は下表の通りである｡

遵叔面積の実施機関別内訳

テライ平野 丘陵駄 山岳範 合計

(Terai) (Hill) (Moqntain)

DOI直轄(ha) 252,000 15.000 0 267,000

政帝援助(ha) 161,000 20,000 5,000 186,000

小計(ha) 413,000 35,000 5,000 453.000

その他(ha) 308,000 153,000 29,000 490,000

合計(ha) 721,000 188,000 34,000 943,000

〔注〕 1.上表のその他は農家自身が実施している｡
2.漕艇はポンプ漕艇を除き､大蕗分が雨期補水達概である｡



2-1-3 潅激開発計画

(1)過去の各次開発計画における港蔽開発の実施状況

目凄面棟(ha)

第1次(1955-60)

第2次(1960-65)

第3次(1965-70)

第4次(1970-75)

第5次(1975-80)

第6次(1980-85)

第7次(1985-90)

計

20,‾785

32,544

50.654

253.711

230, 220

233, 482

235. 000

(2)西暦2000年までの虐蔽開発計画

達成面榛(ha)

ll. 428

1,035

52, 860

37,733

95,425

172,918

98, 705

470, 104

漕艇面積(ha)

1987年現在 1987-2000年開発目標 合計

DOI所管

小規模雇蔽 119,800 244,000 363,800

中･大規模漕艇 212,000 260,000 472,000

地下水漕蔽 25,500 85,000 110,500

小計 357,300 589,000 946,300

ネパール農業開発銀行

融資地下水開発

76.700 227,000 303,700

合計 434,000 816,000 1,250,LOOO



(3) 将来の遵漉開発計画

A.大規模謹聴単独開発計画

Eastern TerÅi

Bagmati

East Rapti

Marchwar Lift

Sikta

Bahai

Budhi Kulo

Mahakali I

Bhairawa-LtJnbiniⅢ

B.総合開発計画

Kankai MP

Sun Kosi-Kamla MP

8agmati MP

West Rapti MP

Karnali MP

遼瓶面積 建設単価

(ba) (Rs/ha)

7,000 74.400

37,‾000 ･16,
400

9, 500 75,800

5,600

_21,000

36, 100 87,700

13,500 68.500

26,600 71,000

6, 800 90, 500

8.600 65,700

67,000 107,000

175, 100

120,000

76, 100

191,000

Bheri-8abai MP 40,000

地下水濠概

87,700 (Kamla.Bagrnati東岸を含む)

121,000(建設中遵搬単独37,000haを含む)

(sikta 36,100baを含む)

77･ 80O

(≡:≡:…ぷ三:･i竺…:三ま苦a㌫…岩gaむ)

2-1-4 農業の生産性の向上と濯激開発の必要性

年率2.7%の人口増と自然環境の低下ほネパールが直面している最大の問題である｡

人口増に対してほFanily planningを強力に進める一方､人口増以上の農業の生産

性向上を図り､人口増が農地の増大とならないようにしなければならない｡

農業の生産性の向上にほ感激施設の整備を中心とする農業関連施設の整備を図るこ

とが必要である｡



農業生産量 耕地面積 謹聴面積 農業の生産性
A(lo叶ン) B(109ha) C(103ha) A/i(ト,/ha)

1980年代平均作 4.537 2,641 943(434) l.72

2000年必要量 8,924 2,641 1.766(1,250) 3.38

如te ;達蔽面積の( )ほ改称所管分

ネパール政則ま上表のように既存耕地面棟を拡大せず､遵叔面積を画期的に増大さ

せることにより､ BNPを充足させる野心的な計画を推進しようとしている｡

このはか､既存農地についても農地保全や現存遵叔施設のRehabilitationも併行し

て実施し､農業生産の増産を図る計画を推進している｡

農業の生産性についてDO I所管の農地についてみると下表のとおりである｡

現状 将来目標

案蕗西部 東蕗西蕗

山間缶 (トン/ha)(トン/ha) (トン/ha)(トン/ha)

天永 1.311.26 1.311.26

雨期捕水遵叔 2.222.22 3.413.42

通年漕艇 2.672.67 4.834.83

テライ平野

天永 1.631.46 1.631.46

雨期神水謹叔 2.532.46 3.933.76

通年謹泡 3.072.93 5.38.5.24

2-2 旧称;スンコシ分水総合開発計画

2-2-1 経 緯

スンコシ川を分水し､テライ平野の遵泡用水として利用するスンコシ分水計画は

1960年代からADB､ UNDPの援助により多くの計画が立案され､調査されてきた｡

1 0



1983-85年に実施されたJ I CAの援助による｢コシ河涜域水資源開発基本計画調

査+ (通称マスタープラン調査)にいては､これら既存の計画を Reviwし､再調査を

行ない､次のような計画基準により計画された｡

(1)従来の幾つかの分水計画を整理統合し､スンコシ川からの分水導水路の長さが

最も短い Kurule地点を分水点とrした｡

(2)年間一定流量で分水されるスンコシ川の水は Kamla川に貯水池を設け､この貯

水池により調整し､農業の必要時期に必要な量を供給するよう水嚢蘇の最大有効

活用を図った｡

(3)分水される水量はテライ平野の肥沃な農地(Fertile and lrrigable area)の

可能な限り､多くの農地に通年潅概を行うとともに､分水地点下流の水利用への

影響を可能な限り小さくすることとした｡

(4)マスタープラン調査の性格上､下言己プ_ロジュクトをCommand Areaに含むことと

した｡

Ka7nla lrrigation Project 2,500ha の通年鹿渡

8a帥ati Irrigation Project の東岸地域の通年漕艇

Groロnd water Irrigation ProjectのGravity )rrigationへの転換

これらの Dver lapping areaについては F/S段階で再検討することとしている｡

(5) Cropping Jntensityについてはテライ農業の現状分析を行ない､現状の137.8

%を 216%の目標とした｡
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212-2
･マスタープラン調査における開発計画

多くの比較実の検討の結果,スンコシ分水計画は下記の全体計画として計画された｡

① Sun Kosi分水計画

a) Kurule分水ダム

型 式

ダム高

b) 分水用トンネル

延長

計画通水量

c) 分水用発電施設

長大使用水量

有効落差

設鯖出力

年間発生電力量

コンクT)-ト重力式

48.9n

16. 6kmM

72m-/s

72mソs

lO2.5 m

61. 4MW

511 GWh

d) アクセス道路

Chisapani取水堰-分水用発電所 30km

分水用発電所-KロrUleダム 40km

e) 建設コスト

(診 KaTDla ダム

a) ダム及び貯水池

涜域面鏡

清水位

低水位

総貯水量

有効貯水量

型式

ダム高

b) Kamla ダム発電施設

最大使用水量

有効落差

設備出力

年間発生電力量

c) 建設コスト

228.2首万ドル

1,450 kd

標高178m

標高163m

713百万m'

493百万m3

フィルタイブダム

51.0 ∩

120血ソs

32 m

32 MW

121 GWh

90.0首万ドル
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③ かんがい計画

受益地(計画地域)

Cbisapani取水堰

高さ

堤頂長

c) 幹線水路

水路延長 右岸

左岸

最大計画通水量

d) 建設コスト

右岸

175, 100ha

32 爪

300 m

78.4 km

74.1 km

135mソs

左岸 84m'/s

232. 5首万ドル

Ⅰ期 55,000ha
･･･

72.8百万ドル

Ⅱ期 24,200ha
･･･

24.5百万ドル

Ⅲ期 95,400ha
-

135.2百万Fル

上記の全体計画では､ 175,100ha に及び広大な農地に通年漕艇を行ない約 750,000

トンの穀物の生産を行うとともに,分水導水路による落差を利用しt$61.40.OkWとKaml

a ダムによる 32.000kWの水力開発を行うもので､その縫建設費ほ 551育万ドルと見

積まれ,その経済性はEIRR:16%､ B/C : 1.54であった｡

また､上紀の第1期計画とされた Sun Kosi分水(72m'/s)とTerai平野55,000ha

の凄概計画でほ建設費 302百万ドルで B/C: 1.25であった｡

〔第1期計画の開_発効果〕

(1) 食糧増産効果

16.6kmのトンネルを通し､常時72m'/sの分水を行ない､ 55,550haの虐叔を行う

ことにより､年間 236,000トン(米77%､麦20%,その他30%)の金権穀物を増

産する｡ (既存農業生産の 3.3倍)

(2)分水導水路を利用する分水発電所61,400kWは,良質かつ安価な電力(年間 511

GWH)を発電し､テライ平野の農工業の発展に寄与する｡

(3)農業及び電力の開発効果の経済性ほ極めて高く B/C-1.25である｡ (割引率12

%適用)

(4)本開発計画にほテライ農業と,スンコシ河を結ぶ､約70knのアクセス道路を含
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むが､このアクセス道路が､この地域の開発に及ばす効果は極めて大きい｡

(5)現在の天水依存のテライ農業は､整然とした濯蔽排水綱により整備され､洪水

被害も軽減された安定した農業地帯となる｡

(6)農業増産と安定した電力供給により､中小工業その他の産業の振興を期待でき

る｡その他住民福祉の向上,教育レベルの向上など社会･経済的意義は大きい｡

(7)本プロジェクトの実施は､地域住民の雇用の増大にも大きく寄与する｡

2-2-3 計画推進上の問題点

ネパールほ人口1,800万人､国民1人当りGNP 160ドル､国土面積14.7万kJの小

国であり､国民軽済の規模も小さい｡また､強大な隣国に囲まれ､国慢率治上も微妙

な立場にある｡

このような国で､分水を伴う大規模な謹概開発が可能かどうかが疑問視され､本開

発計画が非常に魅力ある計画であるにも拘らず今日までその実現が見送られてきた｡

今回の調査において､これら計画推進上の問題点について実施機関である水資源省

の本省､漕艇局､電力庁及び国家開発審議会(NPC) ､大蔵省援助担当と夫々個別

に面鼓し､下記の情報を得た｡

(1)開発の必要性と緊急性

ネパールが現在直面している最大の問題点ほ､急激な人口増と自然頚墳破壊の

進行であり､この2大テーマを1990年からの第8次国家5ヶ年計画の2大政策と

している｡この2大政策の中で最も重点が置かれているのが農業開発である｡ BP

ち,農地の生産性を向上させることにより食権増産を図り,人口増に対処すると

ともに農地拡大を防止することによる環境保全を行うことが出来るからである｡
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スンコシ分水計画ほ多くの港概開発計画の中で､最も経済性の高く､開発規模

も大きいので,国家目標の達成の最有力プロジェクトとして位置づけられている｡

また､その実施に当たってもインドとのrコーシ河水協定Jがあり､隣国との問題

発生がないので､早急な実施が可能であるとされている｡

(2) 開発資金の鋼達

スンコシ分永計画はネパール政府の長年の最大懸案プロジェクトであるととも

に､ A DB､世銀からも大きな防心が寄せられている｡ネパール政帝としてち

Feasibility Study完成後には､日本政府のほかADB､世銀, ECからの Co-

Fina¶ce Project として本計画を推進することを期待している｡

(3) 園発方式について

前述のように第8次国家計画において環境問題が大きなテーマとなっているこ

と､及びネパールにとって Hill areaの開発の重要性から本計画は単にTerai平

野の潅概開発だけでなく､ Terai平野及び Ⅵill areaを含めた地域総合開発計画

として両地域の環境保全及び Ⅵill areaの開発を包含することが必要とされてい

る｡

(4) 開発規模t=ついて

175,100ha という大規模開発の早期実現が望ましいが,実施体制等の諸問題を

考慮し,全体計画を第一次開発計画と第二次開発計画に分割し､第一次開発計画

を更に第Ⅰ期計画と第Ⅰ期計画に別けることとし､その第Ⅰ期計画の規模をでき

るだけ小さくすることが必要と考えられる｡

ネパール政府としては､この魅力ある大規模開発計画の開発の糸口をつけるこ

とが最も大切と考えている｡

(5)実施機関について

本計画は上記(3)の事情により,地域縫合開発計画的性格が強くなるが､本計画
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の主体はTerai平野の盛蔽開発計画であり､従来からの経棲もあり､本計画の実

施挽関は水突源省盛概局であり,それ以外の実施機関は考えられないとのことで

ある｡

く6)隣国との問題について

1966年インド政府によりKosi河のインド国境から3マイルネパール側に入った

所に計画された 8himnagar Barrage建設に際して,ネパール/インド間で締結さ

れた協定書により､ネパール政肝はKosi河から港概､その他の目的で如何なる水

を利用する全ての権限を有する( HMG shall have eyery right to withdraw

for Irrigation and for any other purpose in Nepal water frodl Kosi river

and Sun KDSi 一iver or within the Kosi basin from any other tributaries

of the Kosi -)となっており､スンコシ分水については何ら問題はないとされ

ている｡

2-2-ヰ 計画の見直しの必要性と見直し案

(1) 見直し換討

2-2-3 で述べたネパール政府の意向を受け､下記方針により本計画を見直す必

要があると考えられる｡

① Terai平野と Hill areaについて地域全体とてバランスのと,れた開発を行う

ため､本開発計画には tlill areaの開発計画を含めるものとする｡

② 地球環境問題の一つとして､インド亜大陸の中のヒセラヤ山系の自然環境の

故壊が最近大きくクローズアップされてきている｡ネパール政府においても自

然環境の保全を国家政策の柱として位置づけ､各種環境保全対策を実行してい

る｡

このような背景を考慮し､本開発計画には環境保全対策を開発コンポーネン

トの大きな柱とする｡
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③ 本開発計画は小国ネパールにとっては巨大プロジェクトと言える｡このため､

この魅力ある巨大プロジェクトの開発には長期的な取組みが必要である｡

従って､本開発計画の実施計画への着手が容易となるよう全体計画を第一次

開発計画と第ニ次開発計画に分け,その第一次開発計画の第1期計画の規模を

可能な取り繕少する｡

(2) 見直し実の構想

① Hill area開発について

SuT) Kosi河の分水地点の上､下涜涜域には,道路も電気もなく､開発の非常

に遅れた地域であるが､ 150人/kd程度の人口密度の多くの人家が散在し､川

や渓琵沿いに水田を耕し､また､山腹を頂上まで段々畑として耕し,そして周

辺の樹木を光熱源とて伐採して生活している｡この地域の中心部落である Okh

aldhunga. Ranechap地区は標高 500-1,000nにあり､気候風土もよく､オレン

ジを中心とする果樹栽培も盛んである｡

本開発計画の実現により､ Terai平野と Sun Kosi河を結ぷ工事用のアクセ

ス道路が建設される｡このアクセス道路が完成すると､ Terai平野と山岳菰と

の人的､物的交流が盛んとなるのでこの地域の開発計画を全体開発計画の中で

考慮する必要がある｡

具体的開発項目としては次のような計画が考えられる｡

a. DtJdh Kosi ､
Iikhu Khola ､

Ta爪a Kosiの3大支洗沿岸のTar Irrigation

の修復改修計画

b. DkhaldhtJnga又ほRamechapに F[i11 area developrBent Center を建設し､

農業振興及び自然環境保全の指導センターとする｡

c. 果樹栽培の振興計画

d. 内水面漁業振興計画

e. 白魚環境保全のための防災計画(植林を含む)
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② 白魚環境保全対策について

flill area につては上記に述べられたので省略する｡ Terai平野についてほ､

計画対象区頓にほ多くの中小河川がモンスーンの豪雨と激しい土砂続出により､

大変な荒れ川となって洗れている｡

この荒れ川は毎年のように周辺の農地を浸食し､洗路を変えている｡このた

め河川幅は洪水読下のために必要な河川幅の数倍になっている｡これら河川沿

いの農地保全工事を行えば河川周辺の不毛の原野を島地に再生し､耕作地とす

ることが可能である｡この農地保全エ事により環境保全と農地造成が同時に行

なえることとなる｡この新たな農地には植林及び果樹栽培の用地として防災と

生産の両立を図る必要がある｡

同時に､激しい土砂歳出の源となっているマハラバート山脈の南山麓やシワ

t)ク山脈の軟弱な山塊に対する砂防エ事や植林等の防災対策エ事も必要である｡

③ 第一次開発計画の第Ⅰ期計画について

a. 分水トンネル

マスタープラン綿査における開発計画は､分水トンネルをB-16.6km､ ¢

5.2mとし､ 72Enl/sの分水を行うこととしている｡

マハラバート山脈を貴通するこのトンネルは作業慎杭を考慮しても中間故

の約10kpTは一つの作業区として慮エせねぱならない.また､マハラバート山

脈の南部には Central Boundary Trust という大橋道嫁が走っているため､

山脈全体としてはの地質条件も長くない｡このため､トンネルを¢4.4m2本

とし､施エを容易にする方がよりベターと考える｡また､このことは,所期

投資を小さくし､本計画の実現を早めることにもなると考えられる｡

b. Sun Kosi分水取水ダム

マスタープラン調査ではKurule地点の下充実を採用し,ゲート付取水堰と

している｡しかし､大きな洪水量,激しい土砂綻出､河沫の砂利 Depositの

深さを考慮し､より安全で経済的なダム計画を再検討する必要がある｡今回

の諦査では原計画の上凍約5kmに上兼案として比較案を検討した｡
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上洗案ば下茂秦に比べ河幅が広いが､大規模な沈砂池の設置場所も確保で

きることから,この上充実をフローティングのゲートレスダムとして経済的,

技術的検討を行うこととした｡

c.対象謹聴面積

トンネルを2本とすること‾により､第一次開発計画の第Ⅰ期計画の最初の

トンネルで36m'/sがSun Kosi河から Kadtla川に分水される｡この分水される

36m-/sに Kamla川(涜域面積1,450kd)の自然洗量を加えた謹叔面積は約

35.000baと推定される｡

Karbla川には現在 Kamla lrrigatio□ Project(雨期補水産蔽 25,000ha)が建設

中である｡

第一次開発計画の第Ⅰ期計画においてほ初期投資を少なくするため､既存

の Kamla Irrigation Project の 8arrageを利用し, Canalを改修して利用

することとし､新たに増加する約10,000haについては既設 Canalの延長を行

ない､漕艇用水を供給することとする.

d. その他の開発

Kamla 川の河川沿いの農地保全､農地造成及び植林を計画する｡また､ Sun

KosりII分水地点上､下涜山間払の扱興及び自然環境保全計画を立案するo

④ 第一次開発計画の第Ⅱ期計画について

第Ⅱ期計画は第Ⅰ期計画に引き続き実施されるベき計画とし,下記の開発計

画を内容とする｡

一策2分水トンネル(36m'/a)

｢第2分水発電所(約30MW)

-Kanla川における
Chisapani Barrage (取水位 E1 122m)

一新規約30. 000haの通年漕艇開発計画

-

Terai平野における Kanla川の河川周辺の農地保全及び農地造成

-Hil一 arear develo叩ent Center計画の策定

-Dudh Kosi ､ Likhn Khola ､ Tana Kosi川沿いのTar lrrigation修復改良
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計画の策定

⊥地方電化計画の策定

⑤ 第ニ次開発計画について

第ニ次開発計画は Sun Kosi r川からのT:kJ/sの分水を最大有効利用して Ter

ai平野の濯概に利用する計画である｡この第二次開発計画の中心は年間を通し

て分水される72kd/sの水と Kamla川の洪水を調整し､ Terai平野の農業用水の

必要な時期に必要な圭を供給する Kamlaダムの計画である｡

この第二次開発計画は全体計画の経済効率を高めるために必要であり､早期

実施が望まれるが､この計画を含めると､全体計画が巨大となるので､第一次

開発計画の実施の推移を見極めた上で将来検討とすることをレコメンドする｡

第二次開発計画の開発コンポネントは次のとおり

-Kamla Dam(有効貯水量 500百万m')

-Kamla発電所(約32MW 184Gwh)

一新規約_110,000haの通年漕艇開発計画

-タール漕艇(約1,000ha)

-

Terai平野農業振興計画

一地方電化計画

-植林計画

農地保全計画(Kamla )り以外の中小河川沿いの農地)
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第3章 現地調査の既存 Projectの概況

本プロジェクトは､その開発方式を Hill areaも含めた地域全体の開発を基本構想とし

ている｡具体的には,本プロジェクト範囲にDudhkosi.Likhu Khola, Tanakosiの3大支涜

沿岸の Tar lrrigationの修復改修計画を取り込んでいる｡今回のテライ平野現地調査は､

行程上の理由により類似地区であるNarsyandi Tar lrrigationの視察も併せて行った｡

又､ Chitawan lrrigation Project の現地調査では,本プロジェクトで最も技術的配慮が

必要とされる､河川取水ー沈砂池及び堆積土砂の現状及び被害を視察した｡

8agmati及びKamla Irrigation Projectは本プロジェクトの受益面積と重複するため､

重点的に現地調査を実施した｡以下各プロジェクトの概要について述べる｡

3-1 Marsyandi Tar lrri9ation

計画地区の捻濠概面積ほ 5,900haある.耕地の標高は 400-600dtであり河の両岸沿

いに1地区当り 300- 500ha単位で台地状に点在している｡

1987年ADBにより F/S詞査が実施され､現在は漕艇局直轄で建設が開始されてい

る｡地区名及び計画漕艇面積は次のとおりである｡

NameoftheTars Area(ha)

1.Chok8esi 300

2.RainasTar 600

3.TinPiple 300

4.PhatJdiTar 500

5.PaltJngTar 900

6.JarkateTar 500

7.Najhut*aPurnePipal 70■0

8.PurnePipil 1,100

9.Majhi6aun 200

10.BhansarTar 400

ll.ChepeChat 400

計 5,900ha
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3-2 Chitawan lrri9ation Project

1972年F/S調査がドイツのコンサルタントにより実施された｡その後､設計及び施

工監理が同コンサルタントの手により行われた｡全体感激面積ほ10,400haであり､東

西にスキーム名がついている｡

西側 東側 計

スキーム名 Narayanipunpingschene Panchakanya Lothar

面積 8,600ha 600ha 1,200ha 10,400ha

幹線水路延長 48.8kn 4.8km Rehabiliのみ 53.6km

エ事資金は1972年ADBのローンにより行なわれている｡ Narayani河からAボンフ

場よりQ-ll.Om'/s腸程18n､ポンプ5台)の取水を行い､水路にて自然流下を行

い(a- 7.8m3/s)
､

-叡はポンプ所を中継し(Bポンプ場Q- 4.OJTll/s､揚程20m ､

ポンプ4台)配水する感激方式である｡

現在､ AポンプーBポンプ及び幹線水路内に浮遊砂が堆構し､濯掛こ大きな支障が

生じているム又､ポンプ本休､･操作盤等も老朽化し､早急な対策が必要とされている｡

3-3 BagTbati lrri9ation Project

当プロジェクトほPhaseI, PhaseⅡ及びPhaseⅢに分かれており､ PhaseⅢは上流

の多目的ダムの建設を前提とした計画であるo PhaseI, Phase‡については来年

(1990年)がComplete Target Yearである. Phase Iの水路エ事ほ80%完了し､現在,

East.ern Canalほ90%､ Western Canalは50%の完エ状況である｡総エ事削ま約600

億円(U.S$3,500/ha)程度である｡プロジェクト概要は以下のとおりである｡

(1)かんがい面積: 122,000ha (Pbase1 68.000､ Phase2 54.000)

(2)頭 首 工 : L= 403.5n 設計洪水量 Q- 8,000m'/s

.両岸取水(QL
-64.4m'/s, QR

-48.2m'/s)

Janakpur Zone ･･-･･ Eastern Canal(A- 68,000ha)

Narayani Zone ･･････ Western Canal(A- 54,000ha)

(3) Eastern Cana一 : IA - 68,000ha
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Pbase 1 : 14,000ha a-15mJ/ら

Phase 2 : 54,000ha a-49.4皿'/s

幹線水路延長 B =17kn

支線水路延長 B -51k巾

分派線水路延長 B -35km

(4) Western Canal : JA- 54,000ha

Phase 1 : 16,000ha (Stage 1) 38,000ha (Stage 2) , a-48.2rn'/s

幹線水路延長 B =54kn

支線水路延長 D -63kJn

分派線水路延長 B -68kn

3-4 Kahala lrri9atjon Project

本プロジェクトほ東西に別れ､西側は Dhanusha District of the Tankapur Zone ､

東側はSiraha District of the Sagermata Zoneに位置する｡ Kamala川を水源とし,

その洗場両横ほA-1,500 kdである｡全港淑面積はA=25,000haであり､ (この25,000

haが本プロジェクトの第1期分既存藩漉面積の通年連動部分に相当する) Eastern

12,500ha､ Western 12,500haで構成されている｡ Easternの-敢ほSagarmatha Inte£

rated DevelopTnent Project(ADB)により実施された｡

建設エ事は1974-75年に開始され､ 1983-84年に竣エし､その工事費ほ当初の値段

でRS124,600,000を要した｡現在はEastern Regional Irrigation Directorateの管

轄下にある｡達観諸元は以下のとおりである｡

Eastern Nair] Canal System - 31km

BraT)Ch - 53kdl

WesterT) Main- Canal Systen -5.5km

8rancb - 52km
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3-5 既存の Project碑査の結果からみた問題点

<TaT lrTjgatJ'oD>

本計画のTar lrrigationは､スンコシ川沿いの山間敵Tar遵淑施設の修復改修計

画を対象としている｡

この Tar遵叔計画は Phaselプロジェクト F/S謝査の義美開発計画の一分野を構

成している｡ Tar 澄渡はプロジェクトの性格上､我が国の無償資金協力で実施する

方法も考えられるため､ ド/S調査の際には､水源､藩勅面積を充分に吟味し､プロ

ジ.iクトの効果を産屋することが必要であると思われる｡

くChitawan lrrlgatio71 Project >

河川取水に伴う達観施設への浮遊土砂の堆積は､本計画にとっても最も懸念すべ

き問題点の一つである｡今回のへT)コブタ一による調査から微粒土砂の堆積の発生

源は急峻な山腹斜面崩壊によるものであると確認された.本計画で予定しているKu

TUle Intake m本件の堆砂及び取水方法､構造等について充分な検討が必要と思わ

れる｡又,分水トンネル内への土砂堆積､発電所施設への乾響､ Kanala Damへの堆

妙寺ChI'tawan Err)'gat)Ion pro)'ectの事例を充分E=反映させた計画とすることが必

要であると思われる｡

<8a印ati and Kamla Irrigation Project>

本計画の鹿渡域横は､西嫁が 8a印atj RjveT､東側かKanTO RjyeTとなっており､

中間に Ka巾Ia Riverが南北に流下しているQ これらの総遵淑面積は175,100haに及

び､この内に､如帥atj lTrjsation Projectの Eastem部分(A-68,000ba)及び,

Kathla Irrigation Project(A-25.000ha)が含まれている｡本計画ほ将来的にこれ

らのプロジェクトの他に罵り82.100haの膚怒水を補給する計画であるため､ F/S調

査に当たっては以下の設計が必要である｡

(1)各プロジェクトの過去のFJl朋nCeを謝査し,本計画で提案しているCo-fjnaD

ceとの関係を明確にすること｡
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C2)既設構造物諸元と新規計画涜圭(通年かんがい)との整合性について盛観面

積について調査を行うこと｡

(3)設計諸元について､･既設2水温(Bagdlati川, Kamla)tl)と新規水源(Sun

koshi川)との整合性を図ること｡

(4)既設かんがい施設の標高関係‾について再チェックすることこ

(5) 8agmati , Kamla 雨プロジェクトとも雨期補水盛蔽計画であるので､これ杏

通年達蔽とした場合の経済的効果を明らかにすること｡

(6) Ba帥atiプロジェクトほ将来､上流に多目的ダムを建設し､通年遵淑とする

構想があるが､この構想は経済性が良くないと言われている｡このため､

8agmati左岸の漕艇ほ Sun Kosi分水によってまかない､ Bagmati右岸のみを

Bagmati河から取水し､通年盛蔽とする考え方もある｡周】ち､ 8agmati多目的

ダムの必要性をチェックする必要もある｡
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3-6 行政横様

国家行政組織

‾国 王

office of ”.”. the King

国 会
Rastrlya Panchayat

(Nationa7 Assemb7y)

最 高 裁 判 所
SurpTe巾C Court

首 相

office of Prine 肘inister

大蔵省

総務省

内務省

農業省

水資源省

森林土壌保全省

土地改革省

住宅省

教育文化省

労働社会福祉省

公共事業省

商業省

保健省

供給省

通信省

外務省

法務省

観光省

国防省

工業省

パンチャヤット農村開発者

Ministry of Finance

封jnistry of Gener&Z AdarittistratioTt

Ministry of Rome Affairs

Ministry of Agriculture

Ministry of Water ResotJrCeS

Ministry of Forest and Soil Conservation

Ministry of Land Reform

Ministry of Housing and Physica一 P一anning

Ministry o† Education and CtJlture

Ministry of Labour and Social Welfare

肘jnistTy Of Public Works and TTanSPOTt

Ministry of Comerce

Ministry of Health

Ministry of Supplies

Ministry of Communication

Ministry of Forei帥Affairs

Ministry of Law and Justice

Ministry of Touris巾

Ministry of Defence

肘i8istry of lndtLStry

Ministry of Panchayt and Rura一 Deve一opment
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第ヰ童 今回網査の結論

4-1-1 計画推進の必要性

ネパールの目下の最大の政策許題は年率 2.7%の急激な人口増と自然環境の破壊の

進行に対する対策である｡

この両抹題の最も効果的な方法は盛蔽開発の推進による農地の生産性の抜本的増大

である｡ネパール政府の網査ではテライ平野東鞍の現在の天水依存の農地の生産性は

1.63ト3,/haであるが､これを通年港叔を行うことにより5.38トン/ba に向上させること

が出来るとしている｡

ネパール政府の 8asic Needs PrograTne(BNP)において西暦2000年に国民1人当

り平均カロ1)-摂取量を 2,250カロT)/人/日とする目標をたて､そのための穀物の

必要量を 8,900,000トンと見積もっている｡この穀物必要量 8,900,000ト3,ほ現在の生産

量 4.530,000トンの約2倍であり､早急な大規模港淑計画の推進が必要である｡

また､ネパール政府は長年の網査により､多くの漕艇開発計画を立案しているが､

最も効果的な多目的ダムを伴う通年惑概開発計画でほ,その多目的ダムの建設及び運

用計画について多くの場合下涜インド側との謂整が必要であり,このインドとの調整

に長い年月を必要としている｡

スンコシ分水計画の場合には､前述のようにKosi河の水利用についてインドと協定

書が締結されているので､この実施にはインドとの調整についてほ問題はないとされ

ている｡

上記の観点からネパール政帝でほ多くの開発計画の中で､本開発計画を最も緊急に

開発すべきトッププライオリティープロジェクトとして位置付けしている｡

4-2 開発賃金の調達

本阿発計画は5億ドルを越える巨大プロジェクトであり､その糞金調達が問題である

が､本開発計画は長年の懸案プロジェクトであり､ ADB､世銀からも大きな関心が寄

2 9



せられている｡

このため､ネパール政府は Feasibility Study完了後にはこれら国際機開からも融資

を得て､本開発計画を実現したいとしている｡

援助受け入れ機関であるネパール大蔵省も本開発計画はCo-Finance Projectである

と断言している｡

なお､ネパールの国家財政の概要は1988年について下言己の通りである.

国家支出

うち

外国援助

国家収入

国内借入

外賢累積債務

14,000百万Rs (虐泡局支出 l,350百万Rs)

6,000
〝

7,500 〝

500 〝

62,000 〝

4-3 フィージビリティー鞠査の実施案

今回の調査においてネパール政府関係機関と協議の結果､当面実施すべきフィージビ

リティ調査ほ､前述の第一次開発計画を対象とし､第二次開発計画については､当面は

その開発計画をレビューするに止め､後日第一次開発計画の進展を確認した後､実施す

ることが推奨された｡

これは調査範囲が東西約 200kmと広大であること､及び西側で隣接しているBagmati

Irrigation Project (現在 PhaseI, Ⅱを実施し､ Phase Ⅲは上涜多目的ダムの実現待

ち)の進捗状況を判断してその対象区域を決める必要があるからである｡

なお,ネパール政府としては､第一次開発計画を対象としたJ ICAによるフィージ

ビリティー調査の1990年度実施を強く希望している｡

4-4 フィージビIJティー調査の実施計画案

(1)調査の目的

西暦2000年を目標とするネパール政帝の大規模な食糧増産計画の中で､最も優先
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度の高い開発計画として位置づけられているネパール中東弥縫合的漕艇押発計画

(旧称:スンコシ分水総合開発計画)の第一次開発計画についてフィージビリティ

ー調査を行い,併せて第二次開発計画のマスタープラン調査レベルのレビュー調査

を行う｡

主な開発項目は以下のとおり｡

(第一次開発計画)

A. スンコシ分水計画

a. スンコシ河取水堰

b. 分水トンネル(36mソsx2本)

c.

_分水発電所(30MWx2ヶ所)

d. テライ平野とスンコシ河を結ぶアクセス道路(約40km)

B. 農業開発計画

a. テライ平野の既存カマラ港淑計画(25,000ha)を含む約65,000haの農地に

対する通年凌蔽開発計画

b. スンコシ河沿いの山間蔀のTar鳶蔽施設の修復改修計画

c. テライ平野及び山間部の内水面漁業及び果樹栽培計画

d. テライ平野及び山間部の地域振興開発センター設立計画

e.農業近代化工業及び流通の振興計画

C. 環境保全計画

a. テライ平野を茂れるカマラ川の河川沿岸の農地保全及び農地造成計画

b. 植林計画の策定

c. 地方電化計画の策定

d. 農道整備計画の策定

(第二次開発計画)

A. カマラダム貯水池計画

a.有効貯水量_5億m'のカマラダム建設計画

b.
､カマラ発電所計画
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8. 農業開発計画

a.第一次開発計画に加え,約110,000haの農地に対する通年漕艇開発計画

b.第一次開発計画の中の山間部のTar遵概､果樹栽培､内水面漁業の振興計

画の充実

c. 環境保全計画

策一次開発計画に掲げた各種環境保全計画の充実

(2) 調査区域

ネパール中東払のジャナカブール州及びサガルマタ州のテライ平野及びスンコ

シ河沿いの山間蔀約 2,000kdを対象とする｡

(3) 調査の範囲

上看己のとおり,第一次開発計画についてフィージビT)ティー調査を行ない､第

ニ次開発計画については､マスタープラン調査レベルのレビュー謂査を行う｡

(4) 調査の内容

1) 現地調査

a. 情稚及び資料収集

一 般 情 報;社会･経済,各種開発政策及び開発計画,国家予算､行政

組織等

基 礎 資 料;水文･気象､地形､地文

農業関連情報;農業生産､土地利用､盛艇施設､水資源と水利用､農地及

び農家の実態､作物及び作付体系､内水面漁業､果樹栽培

エネルギー;エネルギー消費､エネルギー源,エネルギー需要供給実態
関連情報

地方電化

環境関連情報;森林荒廃､土壌流出､洪水被害､絞出土砂､農地損失､水

質汚染

b. 既往調査報告書及び既存プロジェクトのレビュー
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-コシ河流域水資源開発基本計画調査報告書

-カマラ達概計画

-バクマティ鳶概計画

-各種 Tar漕艇プロジェクト調査報告書

-テライ平野の各種地下水開発計画及び謂査報告書

c. 調査エ事

① 地形測量

ー航測図化 1/10, 800

テライ平野港漉地区 70, 000ha

分水ルート及びアクセス道路ルート 10,000ha

-地形測量

スンコシ河取水堰及び沈砂池サイト 200ha

分水発電所サイト等 100ha

漕艇水路路線測量 50km

② 地質調査

-ポーr)ング

スンコシ河取水堰サイト

分水発電所サイト

その他

一物理探査

スンコシ河取水堰サイト

分水発電所サイト

_分水トンネルルート

ーテライ平野土壌珊査

d. 技術移転

一爾査技術

一計画策定技術

一設計技術

50爪× 4- 200m

30mx 4- 120rn

50mx 2- loom

400mx 2､ 100mx 2- 1,000n

300mx 2- 600m

2,000mx 2-4.000n

lOOピット
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-評価手法

2) 国内作業

a. 計画策定

一分水計画

-テライ平野及び山間蕗のr農業開発計画

-テライ平野の謹蔽開発計画

一山間蕗のTar謹概修復改良計画

-内水面漁業及び果樹栽培振興計画

一地方電化計画

一義道開発計画

ー土壌保全計画

-植林計画

--全体計画の策定

-･全体計画の実施計画の策定

一事業費の積算

b. 事業評価

十経済･財務分析

一社会評価

一環墳影響評価

3)報告書の作成

-イ ンセプションレポート

-プログレスレポート

-イ ンテ1)ムレポート

ードラフト･ファイナルレポート

-フTイナルレポート
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4-5 枚算事実兼及び実施スケジュール(秦)

実施計画案に基く､ PHASE分けの概算事業貴は以下のとおりである｡

*a: xlO6 uss

STAGE

PHASE 1如 2期 計

I 228 167 395

Ⅰ 301 301

計 696

第一次開発計画

第]期計画

･SUN-KOSJ分水路(1期)

=S# 395xlO6 usS

=S# 228xlO6 usS

取水ダム =*# 32xlO6 usS

形式 フローティングダム 高さ25m 疑頂長 314m

境堆積 130 ×103 m]

分水路

取水口 取水量 72m'/s

開渠 通水量 72m'/s 延長1.6k血

沈砂地 通水量 72m'/s 容積120×103m'

トンネル通水量 36m'/s 内径 4.4m延長15.Okm

放水路 通水量 72m'/s

･Sl川-K8Sl分水発電所(1期)

最大使用水量36m'/s 有効落差97.5m

最大出力30州 年間発生電力量 262 G附

3 5

=S# 9lXIO6 tJSS

=S# 30xlO6 USS



送電凍 電圧132M l回線 瓦長 30km

･既設 KAMLAかんがい水路改良および延長

対象耕地 既設(補水) 25,000ha 新規10,000 ba

改良王水路 延長10k血 延長王水路20km

二次水路

･エ事用道路

改修40k皿 新設42km

(第ニ期計画)

･

SL)”-KDSl分水路(2期)

=S# 35xlO6 uSS

エ事費 40×10¢ usS

エ事費167×10¢ usS

=S* 65xlO6 uSS

分水トンネル通水量 36m'/s 内径 4.4m 延長15.OktD

･SUN-KOSI分水発電所(2期)

最大使用水量 36m'/s 有効落差97.5m

最大出力30州 年間発生電力量 262 6Wh

･CHISAPANl取水堰および薪 RAMLAかんがい永路(1期)

対象耕地 新規 30,000 ha

CHISÅPAⅣl 取水堰

王水路 延長 58kn

二次水路

･櫨杯事業

=S# 12xlO6 usS

=S* 88xlO6 usS

=S* 2xlO6 USS

百畑造成 造成百量1,000,000本/年

なお､育苗,植林ほ発電経費(資本費を含む)の5%を充て 3000 ha/年を行う

ものとする｡
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第二次開発計画
‾■■■■-■■‾‾-■--■‾■●-------------------■-■■■----------■･-------･--･---一---■--------■■--■■_･■■■■_l■l.■-■･■■■■■■■■■■■■■.■......■■_

･ KANLA ダム

ロックフィル型 高さ51m 満水位 EL.178m

有効貯水量 492.6 × 106m'

=S* 301XIO6 uss

=S# 67xlO6 uss

･ KA肌A 発電所

最大使用水量120m'/s 有効落差 32m

最大出力 32MW 年間発生電力量184 GWh

･新
KÅ肌Å かんがい水路(2期)

対象耕地110,000ha

主 水 路 延長 95kaL

二次水路

･タールかんがい(新規および改修)

新規畑地かんがい

トンネルエ事用水中ポンプ(15PS 揚程 20m

蕩水量 0.034m'/s 3×5台)を利用

対象耕地 100hax 5 -500ba

既設水路改良(水田)

取水堰､水路を改良し,潜弛を作る｡

対象耕地 50ha xlO- 500ha

･農地保全

KANALA川沿い延べ 35kmの農地保全工事

造成農地 200ha被害防除農地 7.000ha/5年

3 7
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=S* 25xlO6 USS



･植林事業

第二.次開発計画に引き続き発電経費を以て姓続｡ 50年間に約150,000ha

･農山村モデル電化 =S* 10xlO6 uss

農村電化 対象1200k点380,000人 7000KW 電気料金は有償

山村電化 対象 500k6 30,000人 500KW 電気料金は当分無償

･山村振興センター(水産､園芸､土壌保全等の試験､訓練) エ事費10×10¢ uss
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f叩Ie附tationSchedule

(ンユ

(.⊂)

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

PHA

SEl

STA

Gt!1
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芦場,
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Road

芸文荘
STA

GE2

隠

杉 蒙井

PFtASE

2

FS ド,A DD CST

さミL＋＋＋＋Si＋＋＋＋1カ 真之表之

ロere : FS : Feasibility Study FA : Finance Arrengiment

DD : Definite Design and Tef)der CST : Construction
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耽集資料一見

(1) Topogradphical Map of Nepal S-1 : 50.000 (全28枚)

C2) Topogradphical Nap of Nepalp S
-

1 : 500.000 (全3枚)

(3) Plani巾etric Nap of Satellite Images S - 1 : 250,000 (全19枚)

t4) Nasterplan for Irrigation Development in Nepal (CycIJe 1 - 5)

(Main Report)

(5) Masterplan for Irrigation Development in Nepal Cycle 1 (Map volume)

(6) Chitawan Irrigation Project. Textural Analysis Data.

(7) Tentative Estimate of 8agmati Irrigation Project

(Prepared on the basis of Feasibi一ity Report of Bagmati Irrigation

Project, PhaseI, Volume 1. Main Report, March 1980) - Nov, 1983 -

(8) Nepal Road statistics 1987
-

Dep?rtment of Roads

(9) Ba帥ati Irrigation Project (Janakpur Zone) Progress Report for 1988 -

1989.

8q Feasibility Study of Udayapur Electrification Project (Lahan - Gaighat

33KV TransTbission line)

Final Report June, 1988

8D Nepal Electricity Authority ADD Seventh Power Project Final Report

Part A : Techinical Reyiew and Cost Estimate
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